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ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
q７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

自然史館の利用他
９月２７日（金）　下仁田中学校１年生　地域学習
９月２８～３０日　史跡 荒船風穴調査

行事報告

行事予定

ネギとコンニャク・ジオパーク

『農業祭・下仁田ねぎ祭りにブース出展』

「下仁田倉庫」

９月２日（月）第５回『下仁田ジオ・歴史遺産応援団』を開催し、１６名の方にご参加いただきました。
９月８日（日）下仁田ジオパーク２周年記念イベント『南牧川で宝石探し』を行い、２５名の方にご参加いただき、ガー　
　　　　　 ネットや砂鉄が見つかり、昼食は下仁田名物の「下仁田かつ丼」を食べました。
９月１２～１３日関東圏ジオパークフェアin秩父へ参加し、秩父・伊豆大島・茨城県北・箱根・銚子の５地域のジオパークと
　　　　　　交流してきました。
９月２４日（火）第６回『下仁田ジオ・歴史遺産応援団』を開催し、１７名の方にご参加いただきました。
９月２５日（水）沼田ユネスコ協会から１７名にお越しいただき、館内見学及びＤＶＤをご覧いただいた後、町内にて昼食
　　　　　　を取っていただき、史跡荒船風穴と神津牧場を見学されました。

日　　時：１１月２３日（祝）　午前９時半～午後３時
集　　合：下仁田倉庫（下仁田駅東）
内　　容：下仁田ジオパークや世界遺産候補の史跡荒船風穴についての
　　　　　パネル展示や、ジオパークグルメの販売を行います。

▲昨年のねぎ祭りの様子

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

▲下仁田倉庫

　設立登記申請書によると下仁田倉庫の設立は大正９年４月１８日、地方産業開

発に寄与せんと会社を設立したと記されています。

　主な営業内容は倉庫業・生繭乾燥・担保金銭貸付業となっています。

　設立時の取締役７名は下仁田町・南牧村の名士の方々で、上野鉄道や上信電

鉄、下仁田社、下仁田製糸合資会社、下仁田銀行などとも深い係わりがあった

ことが推測されます。

　また、会社設立と同時期に上野鉄道からの専用引込線を申請しています。

　『繭を乾燥し、保管と共に担保として貸付を行い、また買付を行う、大量の繭

や生糸を上野鉄道で輸送。』

　地域の養蚕製糸業の発展の一躍を担っていたことが伺えます。

　下仁田町の主産業の移り変わりを表すかのように、昭和期に入ると保管品目は繭・生糸から、地域の特産品こんにゃくへ

と移り変わっていったようです。

　赤レンガ倉庫ですが東側の１号倉庫が間口６間、奥行き４間、２４坪、西側の２号倉庫が間口１０間、奥行き６間、５０坪、両棟と

も総２階建てとなっています。レンガ積についてはイギリス積で、建設時期は１号倉庫が大正１０年、２号倉庫が大正１５年と申

請書類の添付書類の中にありますが、当時の設計書は見つかっていません。

図面関係としては昭和３４年倉庫営業許可申請書類の添付書類として、配置図と測量図があり、原本は青焼きコピーであり

ました。
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

世界文化遺産登録への布石
　イコモスによる現地調査
　９月２５日（水）、２６日（木）の２日間をかけ「富岡製糸
場と絹産業遺産群」の世界文化遺産登録に向けた現
地調査が行われました。
　下仁田町の荒船風穴は、２６日（木）に調査が行われ、
遺構や冷風の状況などが推薦書と合致しているかな
どが調査されました。
写真は報道陣に公開された富岡製糸場内のものです。

町民グラウンドゴルフ大会
　１０月２日（水）、第１７回町民グラウンドゴルフ大会が天神平グラウンドを会場に１６ホールの合計打数を競う
方法で行われました。
結果は次の通りです。（敬称略）　※同打数の場合①少打数の数②年齢

第４９回群馬県スポーツ少年団大会
平成２５年８月４日（日）ぐんま武道館にて第４９回群馬県スポーツ少年団
大会が開催され、下仁田柔道教室が三位入賞と健闘しました。
　次は優勝目指して頑張ります。
　　　先鋒　木暮　全志　　次鋒　小根澤ほのか
　　　中堅　小泉　省悟　　副将　黒澤　佳佑
　　　大将　佐藤　　颯
新入団員募集中です。月・金１９:３０～下仁田交番柔道場にて練習中!!

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

猪野　朝男（３５）

武山　功（３７）

広沢　聰（４０）

神戸　武夫（４０）

土屋　勝昭（４１）

土屋　正雄（４１）

黛　貢司（４１）

広沢　千明（４１）

茂木　省一（４２）

恩田　美江子（４２）

第６位

第７位

第８位

第９位

第１０位
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町民ゲートボール大会�

秋の全国交通安全運動にともなう
交通安全パレード

１０月９日（水）、サンスポーツランドにおいて
第３３回町民ゲートボール大会が開催されまし
た。８チームによるリンクトーナメント予選の
上位４チームが決勝トーナメントを行い岩下
Ａが優勝しました。
決勝トーナメントの結果は次のとおりです。

９月２６日（木）、秋の全国交通安全運動にともない、下仁田町商店街で
交通安全パレード（下仁田南牧交通対策協議会・富岡警察署・富岡交
通安全協会共催）が下小鼓笛隊協力のもと行われました。
　街頭では、多くの方が足を止めて声援を送ってくれました。

第46回　甘楽郡民体育大会結果
と　き：平成２５年９月１５日（日）�　　ところ：甘楽町体育館　ほか�
台風の影響による雨のため、屋内競技のみを実施しました。（※テニスについては、１４日に実施）�  

1
 

黒
内

黒
内

市
野
萱
B

２
 

上
小
坂

３
 

岩
下
A

４
 

市
野
萱
B

１２ １７ １２ １０

１５ １８

１１ １３

３位決定戦

順　位

町　村　名

得　点

１　　位

甘楽町

７

１　　位

甘楽町

甘楽町

甘楽町

下仁田町

２　　位

南牧村

下仁田町

下仁田町

甘楽町

３　　位

２　　位

下仁田町

４

３　　位

南牧村

１

総合順位

優　勝 準優勝 第３位 努力賞

岩下A 上小坂 市野萱B 黒　内

競技別順位

種　　　　　目�

陸上競技

バレーボール

ソフトボール

テニス

ソフトテニス

卓球

グラウンドゴルフ

男子

女子
中　　止

中　　止

中　　止

中　　止

１位
３点
２点

２位
２点
１点

３位
１点３町村出場

２町村出場

男子

女子

男子

還暦

得
点

▲下小鼓笛隊による交通安全パレード
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各地で秋祭り
１０月１２日、１３日の両日、諏訪神社秋季例大祭が行わ
れました。天候に恵まれた二日間、県内外を問わず
たくさんの方が訪れ、山車同士を近づける競り合い
やお囃子披露など大勢の見学者を魅了させました。
　また、同日に中央区・南野牧区、１２日には大東区・
蒔田区・城西区、１３日には下小坂区・中小坂区で獅
子舞の披露が行われました。
　他にも、１２日には大桑原区・宮室区合同の八幡神
社例大祭による神輿渡御が行われました。

▲当番町の仲町区

▲蒔田区の獅子舞

▲下小坂区の獅子舞 ▲中央区の獅子舞
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民公 館だより
平成25年11月1日発行 356号

【下仁田町公民館】
q82-3535  FAX82-5489

初
心
者
向
け『
県
民
タ
ブ
レ
ッ

ト
入
門
講
座
』 

開
催
！
参

加
者
募
集
！！
　

　
最
近
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
い
っ
た
、高
機

能
の
携
帯
端
末
の
普
及
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。「
自
分
に
は

つ
い
て
い
け
な
い
…
」
と
、敬
遠
し

て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
、

こ
の
た
び
、群
馬
県
情
報
化
推

進
協
議
会
の
事
業
と
し
て
「
県

民
タ
ブ
レ
ッ
ト
入
門
講
座
」
を
下

仁
田
町
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
が
単
独
で
こ
の
よ

う
な
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、群

馬
県
と
の
共
催
事
業
と
し
て
実

現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
。
初
心
者
・

未
経
験
者
・
高
齢
者
の
方
、大
歓

迎
で
す
。
基
本
か
ら
活
用
方
法

ま
で
、分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
程
　
１２
月
６
日（
金
）　

　
午
前
の
部
：
午
前
９
時
〜
１２
時

　
午
後
の
部
：
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分

（
午
前
か
午
後
ど
ち
ら
か
１
回
の

み
の
参
加
）

◆
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
大
会
議
室

◆
対
象
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

未
経
験
者
・
初
心
者
の
方

◆
定
員
　
１
回
に
つ
き
２
０
名

◆
講
師
　（
有
）バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
　（
群
馬
県
の
委
託
事
業
者
）

◆
費
用
　
無
料

◆
持
ち
物
　
な
し（
端
末
は
県

で
用
意
し
ま
す
）

◆
使
用
端
末
　
富
士
通
製
Ｓ
Ｔ

Ｙ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ

◆
内
容
　

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
方
法

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

③
各
種
ア
プ
リ
体
験

④
情
報
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ

◆
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田

町
公
民
館
　
q
８２-

３
５
３
５

◆
受
付
日
　
１１
月
８
日（
金
）　

午
前
８
時
３０
分
よ
り
受
付
開
始

『
ア
ー
ト
な
書
道
教
室
』 

開
催
！
参
加
者
募
集
中
！！

　
広
報
１０
月
号
で
掲
載
し
た「
ア
ー

ト
な
書
道
教
室
」
で
す
が
、ま
だ

ま
だ
参
加
者
の
募
集
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
的
な
書
道
は
、文
字
の
構

図
や
線
を
い
か
に
美
し
く
書
く
か
、

と
い
う
事
を
主
に
目
的
と
し
ま
す
。

そ
れ
と
「
ア
ー
ト
な
書
道
」
で
違

う
こ
と
は
、文
字
の
意
味
も
深

く
考
え
て
表
現
す
る
と
こ
ろ
、絵

画
を
見
る
よ
う
な
楽
し
さ
も
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
３
回
の
教
室
で
、年
賀
状
・
壁

掛
け
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま

す
。
文
字
を
書
く
こ
と
に
自
信

が
な
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
手

作
り
で
味
わ
い
の
あ
る
作
品
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
い

ま
募
集
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

◆
期
日
　
１１
月
２０
日
・
２７
日
、１２

月
４
日（
水
）　
全
３
回
　

◆
時
間
　
午
後
１３
時
３０
分
〜
１５

時
頃
ま
で

◆
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
技
術
伝
承
室
　
　
　
　

◆
対
象
　
成
　
人

◆
定
員
　
２０
名（
先
着
順
）

◆
講
師
　
遠
田
　
紀
恵
子
　
先

生（
下
小
坂
）

◆
費
用
　

①
年
賀
状
　
２
５
０
円

②
壁
掛
け
・
し
お
り
　
２
５
０
円

③
カ
レ
ン
ダ
ー
　
１
０
５
円

◆
持
ち
物
　
習
字
セ
ッ
ト（
筆
・
墨
・

す
ず
り
）、絵
の
具
セ
ッ
ト（
絵
筆
・

絵
の
具
・
パ
レ
ッ
ト
）

◆
問
合
せ
・
申
込
み
　
下
仁
田

町
公
民
館
　
q
８２-

３
５
３
５

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

　
１１
月
１６
日（
土
）〜
１８
日（
月
）

に
第
３４
回
町
民
文
化
祭
作
品
展

示
会
が
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。こ
の
１
年
間
で
、文

化
協
会
会
員
の
み
な
さ
ん
及
び
一

般
個
人
の
方
々
が
制
作
し
た
、墨

画
や
写
真
・
手
芸
な
ど
の
様
々

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
１６

日（
土
）・
１７
日（
日
）は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
、１８
日（
月
）

は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１６
日（
土
）に
は
、下
仁
田
茶

道
会
に
よ
る
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ

の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
素
敵

な
作
品
が
、み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
下
仁
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集
！！

　
下
仁
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
は
、

毎
月
２
回
、公
民
館
で
楽
し
く

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
や
っ
て
み
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
練
習
日
　
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　

３
階
　
学
習
室

◆
講
師
　
勅
使
川
原
　
弘
子

　
先
生

◆
問
合
せ
・
募
集
受
付
　
下
仁

田
町
公
民
館（
q
８２-

３
５
３
５
）

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ

替
え
は
、１１
月
１５
日（
金
）に
な

り
ま
す
。

▲お手入れエクササイズ教室開催しました！▲お手入れエクササイズ教室開催しました！
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新刊図書が入っています！
　９月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室にお越しください。
また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします

書　名 著者名 備　考

著者名

子ども向け

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

下仁田町役場　q０２７４－８２－２１１１

沈黙のひと

隠れ菊　（上巻・下巻）

愛の徴　天国の方角

眼球堂の殺人　The Book

映画　謎解きはディナーのあとで

清須会議

ヨハネスブルグの天使たち

正妻　　慶喜と美賀子　（上巻・下巻）

美女入門金言集　マリコの教え１１７

塩月弥栄子９５歳　思いのままに生きなさい

悪道　御三家の刺客

流転の魔女

かげゑ歌麿

天を裂く　水野勝成放浪記

千両かんばん

たぶんねこ

王になろうとした男

とりあえず今日を生き、明日もまた今日を生きよう

みのたけの春

炎天の雪　（上巻・下巻）

糖尿病の治療革命　NHKクローズアップ現代

フィンランド流　イクメンMIKKOの世界一しあわせな子育て

恋しぐれ

夜叉萬同心　　　　親子坂

風塵　　～風の市兵衛～　（上巻・下巻）

天職

駅物語

ソウルメイト

スピリチュアル女子大生CHIEの　びはっぴ～のススメ

祈りの幕が下りる時

ゼツメツ少年

娘の結婚

ぼくと未来屋の夏　講談社青い鳥文庫　１７４-２８

蒲生邸事件　後編　講談社青い鳥文庫　２５０-７

ロードムービー　講談社青い鳥文庫　３０１-１

しあわせなら名探偵

らくごで笑学校

もしかしてぼくは

ペネロペ　ちきゅうがだいすき

おうちにいれちゃだめ！

あかいぼうし

おおきなキャベツ

どじにんじゃ

小池真理子

連城三紀彦

近本洋一

周木　律

涌井学/著・黒岩勉/脚本・東川　篤哉/原作

三谷　幸喜

宮内　悠介

林　真理子

〃

塩月弥栄子

森村誠一

楊　逸

高橋　克彦

大塚卓嗣

山本一力

畠中　恵

伊東　潤

なだいなだ

志水辰夫

諸田玲子

市川　衛

ミッコ・コイヴマー

葉室　麟

辻堂　魁

〃

秋元　康/著・鈴木おさむ/著

朱野　帰子

馳　星周

CHIE

東野　圭吾

重松　清　

小路　幸也

はやみかおる/作・武本糸会/絵

宮部みゆき/作・黒星紅白/絵

辻村　深月/作・toi８/絵

杉山　亮/作・中川大輔/絵

斉藤　洋/作・陣崎草子/絵

内田麟太郎/作・早川純子/絵

アン・グットマン/文　ゲオルグ・ハレンスレーベン/絵

ケヴィン・ルイス/作　ディヴィッド・エルコリーニ/絵

やなせたかし/作・絵

岡　信子/作・中村景児/絵

新井洋行/作・絵

２０１３吉川英治文学賞受賞作品

柴田錬三郎賞受賞作品

２０１３メフィスト賞受賞作品

２０１３メフィスト賞受賞作品

映画化

１１月映画化予定

２０１３直木賞候補作
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【
短
歌
】

■
萎
え
初
め
し
脚
労
わ
り
て
帰
り
来
ぬ
今
日
と
云
ふ
日
を
だ
い
じ
に
過
ご
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
山
中
　
た
ね

【
俳
句
】

■
仙
台
の
牡
蠣
の
届
い
て
友
と
酌
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
　
倉
）
清
水
　
秀
子

■
明
け
や
ら
ぬ
山
里
鹿
鳴
く
冬
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
廃
校
に
残
る
落
書
き
小
鳥
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
坂
）
佐
藤
　
信
香

■
笑
み
割
れ
し
柘
榴
空
へ
と
手
で
招
く
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
岡
市
）
佐
藤
　
政
代

■
勤
め
終
え
し
乾
杯
終
し
春
惜
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
崎
市
）
並
木
三
千
夫

【
下
仁
田
町
河
鹿
句
会
広
報
俳
句
　
九
月
の
句
会
よ
り
】

■
友
の
住
む
峡
の
七
沢
月
今
宵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
子
　

■
吾
亦
紅
母
の
涙
の
し
ず
く
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
サ

■
満
月
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
か
げ
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
月
　
　

■
百
日
紅
散
崋
の
果
て
の
し
ず
く
あ
と
　
　
　
　
　
　
け
さ
を
　
　
　 ■

孫
の
文
字
平
仮
名
ば
か
り
の
敬
老
会
　
　
　
　
う
め
子
　
　

■
か
な
文
字
も
菊
の
挿
絵
も
和
綴
か
な
　
　
　
　
　
旭
　
　

■
は
る
か
な
る
佐
久
の
山
並
み
い
わ
し
ぐ
も
　
　
け
い
子

■
虫
の
音
の
少
し
く
ぐ
も
る
や
夜
半
か
な
　
　
　
俊
　
子

か
い

か
き

ざ
く
ろ

わ
れ

も

こ
う

わ
と
じ

さ
ん
げ

人権相談

日　　　時　１１月２１日（木）

　　　　　　午後１時～４時

場　　　所　下仁田町公民館３階（ボランティア室）

問い合わせ　住民係（内線３３２）

行政相談
�ちょっと気付いた、行政（国、県、市町村）や特殊法人
の業務に関する困り事はありませんか？
　行政相談委員が苦情や意見・要望の問題解決の促進
を図ります。相談は無料で、秘密は厳守されます。
　日　　　時　１１月６日(水)　午前９時～午後１時
　場　　　所　下仁田町役場庁舎１階　応接室
　問い合わせ　総務課行政係（内線３０２）


